スパイダーマンの誕生

ナレーション：9月の登校初日 空はとても眩しかった
（秋です 町はとても賑やか
・・・おや？一台の車に2人の男がいます、何を考えているのでしょう？）
サル：なあムース、女子たちに
"ソーダをもってきて"と頼んでみようか？
ムース：OKサル でもそこに女子が3人いる 俺たち2人だけだ
サル：いやムース 運次第だよ
奴らのどれかが幸運を持ってる
"やあ 悪いんだけど ソーダを持ってきてほしいんだ"
（説得するが、断られ…）
ムース：おいサル 全然行かねえよ
他のネコを見つけなきゃダメだ
別れてくれないよ
（するとピーターが現れ、ムースはピーターを呼びます）
ムース：おい パーカー 待てよ
（ピーターは止まりました）
（どうやら説得しているようです）
さあどうするパーカー 準備しろ
まず彼女たちに OKをサインをするんだ
（しかし…）
ピーター：ごめんね 忙しいから
今日は科学展示室で面白い実験があるっていうからね
教授が僕を待っている
（と言って立ち去るピーターにムースは…）
ムース：『勝てるかなぁ？ 誠実で本物そっくりの"がり勉"に！』
（と悪口を放つ・・・では科学実験室に向かいましょう。
機械がいっぱいです ここで何をするんでしょう？）

教授：ではみなさん、この機材の概要です
このラボで 放射能はどうやって制御されているか実験してみます
（ピーターは怒っています）
ピーター：うん見てろ いつか必ず見返ししてやる
僕を笑ったことを後悔させてやるからな
（実験が始まり・・・終わると、噛まれる）
痛っ 何か噛まれた

ただのクモか

なんだか変な気分だ

・・・外の空気でも吸ってこよう


（バイクに乗ったピーターパーカー）
この気持ちは振り払えられない
未知なるエネルギーが 僕の体の中で 全てがあふれてくるようだ

（しかし、どうしてこうなったのか？）

一度クモに噛まれたせいだろうか？

まさか あのラボが原因でこうなったのか？
いや さすがに考えすぎか…

（そしてよそ見し、メガネの男とぶつかる）

メガネの男：おい、危ねえだろアンタ！
ちゃんと前を見て歩かねえと 交通事故になるんだぞ！

（ピーターはメガネの男に殴られる）

ピーター：ほ・・・殆ど痛くない

（もう一発殴られそうになって 無意識に街灯柱を倒す）

どうしたんだ？

僕の手 早く動いてた コントロールできなかったけど

この街灯柱を たったの一撃で壊してしまうなんて

（メガネの男と相棒は怯えていた）
男の相棒：逃げようぜ兄貴、ネコかトラのようだ！
（そして2人は逃げた）


（ピーターはまた考え事をしていた）
ピーター：何が起きているんだろう
僕は変わった
でもなんで どうやって

（道路を渡ろうとするが、その時には信号はもう赤だった）
あの車 見えないぞ 早く逃げないと！
運転者：あっ！
（車にぶつかるかと思いきや 空を飛んだ！そして車は壊れた！）
ピーター：なんとか助かった 死ぬかと思ったよ

（すると下を見て驚いた）
壁に張り付いてる 歩くのと同じぐらい！
僕の指が この壁を 支えてくれる

まるで僕は巨大な昆虫のようだ
人間が壁を這い廻るクモみたいに

（テーマソングのBGM）

ピーター：どちらかというと 夢か幻ってところだが
他にイケる答えは1つしかない

1種のクモだ あのクモが僕を噛んだんだ

どういうわけか あのラボで実験が行われている中で
クモは放射線を浴びたのかも

それでクモの毒が血液に回って 僕は変わってしまったのか
奇妙で恐怖な道のりで
僕はリビングで クモに吸収された力と能力を比例していた

自分でテストしよう

新発見の力だ 覚えなくちゃ

多分 この力があれば 金儲けできる
展示会が出来たら プロのスタントマンになれるかも

その後、支払いが終わり メイおじさんとベンおじさんが戻ってきた
僕は両親が死んだ後に預けられて育てられた

ベンおじさん：ピーターはまた勉強か？メイ
メイおばさん：そうよベン あの子はとても勤勉な人だ

ナレーション：次の日 器用な少年が必死になってクモ糸発射装置を作っていた


ピーター：よく動くなぁ！ 2つは 単純な代物と精気の圧迫だ

新たに見つけたこのパワーで
狙撃兵のように制御できる！

流動体は変わり続ける
ぴったりな一貫性になるまで
さあ後は コスチューム仕上げだ

そう コスチューム！
芸能界に入るなら この恰好をしよう
名前は決まってる スパイダーマン

スパイディ：OK とっても おしゃれなマスクだ
キミは本物のウェブ・スイングに出会おうとしてるよ！

まず最初の目的地は 最寄りのテレビ局だ
エド・サリバンとの共演を 願いを込めて答えなくちゃ

このままエントランスまで進もう

警官：止まれ！泥棒！止まるんだ！
頼む そいつは泥棒だ
エレベーターで逃げる前に捕まえろ！

どうしてくれるんだ！
足を掛けたりしていれば 犯人を逮捕できたのに

スパイディ：それは僕の仕事じゃない！
悪い こき使われるのはイヤなんだ
僕に逆らうことができるのは 僕だけさ

会長：キミのオーディションは最高だった
同じことができれば
ライトとカメラの前で やってみなさい
スパイディ：はい 頑張ってやってみます

ピーター：家の前にパトカーがある 一体何があったんだ？

どうしたの！

警官：気の毒だが、悪いニュースだ
キミのおじさんが 射殺された

ピーター：おじさんが 死んだ！？
嘘だ！誰がそんなこと！

家に入った強盗がおじさんと遭遇して 思わず撃ったんだ
犯人は港近くのアクメ社の昔の倉庫に追い詰めた

僕がそいつを 捕まえてやる！


アクメ社の倉庫なら知ってる。
ずっと前から使われてなくて、
軍隊だって簡単には近寄れない場所だ！
でもスパイダーマンなら話は別だ！

（歌）

倉庫は町の反対側にある

でもすぐに駆け付けるよ

（歌）

あそこだ 目の前か

うう… そこにいるのは…
誰だ！

すぐにわかるさ！

何？
壁を這い廻るクモみたいに クモの巣を飛ばす男？
逃げろ！

お前を絶対に逃がしたりしない
お前を殺した男のために！

この顔は そんな 信じられない
テレビ局にいた泥棒じゃないか！

忙しくて止める気なかった
もし僕が この男の身柄を取り押さえていれば
ベンおじさんが死ぬことはなかったはずなのに

そうだ おじさんが死んだのは僕のせいだ

なぜなら気づかなかった

その大いなる力には
常に 大いなる責任が伴わなければならない

それを知ってても 僕がこの世にいる限り

二度と責任逃れなんかするものか！

強盗！殺し屋！用心しろ！スパイダーマンはここだ！

こうして 伝説が生まれ 新たなるヒーローが誕生し
異世界ファンタジーのような楽しい大冒険が始まるのであった
